
2023年度 技術経営カリキュラム（MOT)

ものづくりPBLによる梅生産課題への取組

2024. 1. 30 センターシンポジウム
山口光男
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（世界） 2050年 100億人 食糧1.7倍必要

（日本） 食糧自給率 38％（G7中最低）

農業従事者 2031年にゼロ？

出所）2009FAQ（国連食糧農業機関）参考

出所）2022農林業センサス参考



１．概要

▸ 地域課題の解決に貢献するテーマを調査・設定し，これまでの学びを活かした試作

品を製作する。

▸ 市場調査，製品企画，設計，製作工程計画，コスト管理，試作品製作，展示発表ま

でを実践する。

２．方法

▸ 提示する地域課題に対し，若狭地域に赴くなどして，主に農業振興関係者からの説

明やフィールド調査の結果を参考にテーマを設定する。

▸ 課題の製作は，専門集団の「匠」人材の指導・協力を得ながら実施する。

３．ゴール（到達目標）

▸ アイディアや技術を形にして，商品にするための道すじを学ぶ。

▸ 10月19日（木），20日（金）に開催される「北陸技術交流テクノフェア」に試作

品を展示，説明，PRを行い，マーケティングを実践する。

実習概要
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PBLの流れ（教科書p26参照）
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プロジェクトの
課題の整理

課題の分析

課題の解決策
を考える

実 践

成果の発表・
振り返り

・現状理解
・目的や目標の設定

・情報の収集
・情報の整理・分析

・企画立案
・企画アイデアの検証

・行動計画の立案
・実践

準備，リハーサル，最終プレ
ゼンテーション，振り返り

・地域課題の現状理解
・目的や目標の設定

・若狭地域の農業の情報収集
・情報の整理・分析

・試作品の企画立案
・企画アイデアの検証

・行動計画・日程の立案
・試作品の製作

・関係団体へのプレゼンテーション
・北陸技術交流テクノフェアでの展示発表

［一般的な内容］ ［この授業での内容］



月日 回 内容

4/14（金）
4限,5限

①，②
文京

オリエンテーション
若狭地域の農林水産関係（主に農業）の現状理解と課題設定

4/28（金）
2限～5限

③～⑥
若狭

若狭町へ赴きフィールド調査（情報の収集）（福井県園芸研究センターなど）

5/12（金）
4限

⑦
文京

課題情報の整理分析，試作品の企画立案，市場調査
（必要に応じ若狭関係団体とWeb等でディスカッション，以降随時）

5/26（金）
4限

⑧
文京

製品仕様書，製作計画書，設計図の作成（1）

6/2（金）
4限

⑨
文京

製品仕様書，製作計画書，設計図の作成（2）
部品等の製作（外注含む）・購入計画書の作成（1）

6/16（金）
4限

⑩
文京

部品等の製作（外注含む）・購入計画書の作成（2）
試作品製作

6/30（金）
4限

⑪
文京

試作品製作

7/14（金）
4限

⑫
文京

試作品製作

9/29（金）
4限

⑬
文京

試作品製作，プレゼンテーション準備

10/13（金）
3限～5限

⑭～⑯
若狭

嶺南へ赴き関係団体（福井県園芸研究センターなど）へのプレゼンテーション

10/19（木）,
20（金）

⑰，⑱
福井

北陸技術交流テクノフェアに展示発表
（福井県産業会館にて）

2023年度 授業スケジュール
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第4章～第6章

（教科書中の章）

第7章～第9章

第10章，第11章

第12章



梅に関わる諸課題についての思考展開図
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課題設定

福井梅の10a当たりの収量を上げるには？

農林水産省の作物統計調査「令和4年産びわ，おうとう，うめの結果樹面積，収穫量及び出荷量」
を確認すると，福井県の梅の収穫量は全国で5位である。また，結果樹面積は3番目と他県に比べ
相対的に広い梅畑を持っている。
しかし，単位面積当たりの収量が317kg／10aと，全国梅生産21県中，14番目となっており，福井
県の梅の単位面積当たりの収量が他県に比べ相対的に少ないという現状がある。
考えられる原因は，品種，枝の剪定，施肥，除草，病虫害，土壌，結実，収穫量など，様々な要
因が関係すると考えられるが，全国的にみても特に劣っている点は確認できない。
全国的な課題としては，生産者の高齢化や減少があげられることから，今回は生産者の負担軽減
と作業の効率化に焦点を当てる。



【統計表】

結果樹 10ａ当たり
面　積 収 量

ha kg ｔ ｔ ％ ％ ％ ％

13,500 716 96,600 86,400 98 94 92 93

1 和 歌 山 4,880 1,320 64,400 62,200 100 96 95 95
2 群 馬 858 429 3,680 3,400 96 67 64 64

3 福 井 463 317 1,470 1,370 100 93 93 93
4 宮 城 357 312 1,110 611 97 87 84 85
5 山 梨 356 479 1,710 1,550 99 116 116 117
6 長 野 335 364 1,220 1,070 92 98 90 96

7 神 奈 川 329 423 1,390 1,220 97 90 87 85
8 福 島 329 250 823 333 97 102 99 98
9 愛 知 310 342 1,060 838 97 102 99 95

10 茨 城 310 245 760 616 91 83 75 75

11 奈 良 280 285 798 762 99 56 55 55
12 千 葉 269 174 468 248 98 75 74 98
13 広 島 257 301 774 374 96 104 100 100
14 大 分 243 486 1,180 808 98 107 104 105

15 栃 木 241 320 771 698 100 95 95 96
16 三 重 236 636 1,500 1,070 100 92 93 93
17 埼 玉 232 388 900 760 93 97 90 91
18 うち 青 森 220 544 1,200 1,000 99 90 90 87

19 静 岡 197 378 745 429 98 97 94 94
20 福 岡 193 460 888 644 96 98 94 94
21 徳 島 114 311 355 288 97 93 90 92

結果樹面積の大きい順

全 国

３　令和４年産うめの結果樹面積、10ａ当たり収量、収穫量及び出荷量

全 国
・

都 道 府 県
結果樹面積

10ａ当たり
収　　  量

収 穫 量 出 荷 量
対　前　年　産　比

収 穫 量 出 荷 量
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農林水産統計（R4年産／作物統計
調査）データを基に作成
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企業活動の理解：MOT（技術経営）のフレームワーク



思考展開の理解：機械設計における仕事の流れを参考に
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2023テクノフェアーで成果展示の様子
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